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誰
が
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
か
―
―
そ

れ
は
当
事
者
意
識
を
も
っ
た
市
民
だ
と
思
い

ま
す
。

社
会
的
課
題
は
困
っ
て
い
る
当
事
者
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
行
政
だ

け
で
も
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
私
た
ち

市
民
と
当
事
者
で
あ
る
彼
ら
が
共
に
行
動
す

る
こ
と
で
、
社
会
が
生
き
生
き
と
し
た
力
を

取
り
戻
す
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
で
も
、
会
社
で
も
、
N
P
O
で
も
い

い
。「
自
分
自
身
が
社
会
の
主
人
公
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
誰
も
が
自
覚
し
、
社
会
的
な

問
題
解
決
へ
の
行
動
に
一
歩
踏
み
出
す
。
こ

れ
こ
そ
“
新
し
い
公
共
”
を
創
る
こ
と
だ
と

私
は
考
え
ま
す
。

“
新
し
い
公
共
”を
創
る

有
限
会
社
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本 

代
表

佐
野
章
二
さ
ん

1941年生まれ。地域計画プラン
ナーとして活動しながら、市民公
益活動の基盤整備に取り組む。
2001年、NPO法人「シチズンワ
ークス」を設立し、その活動のな
かで「ビッグイシュー日本版」発
行のアイディアが生まれる。03年
5月より現職。07年9月、NPO法
人「ビッグイシュー基金」を設立。
近著に『ビッグイシューの挑戦』
がある。※ビッグイシューの事業
はP.9でご紹介しています。
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宅
な
ど
で
預
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
固
定
費
の
大
幅
な
削
減
を
実
現
し

ま
し
た
。
ま
た
保
育
料
金
に
つ
い
て
も
、

利
用
者
が
月
会
費
を
支
払
う
共
済
型
モ

デ
ル
に
す
る
こ
と
で
収
入
を
安
定
さ
せ

て
い
ま
す
。

「
事
業
化
に
際
し
て
は
、
ど
う
し
た
ら

採
算
が
と
れ
る
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
行

い
ま
し
た
。
た
だ
私
た
ち
の
強
み
は
、

そ
う
し
た
机
上
の
計
算
で
は
な
く
、
そ

れ
を
実
際
の
行
動
に
落
と
し
込
む
〝
工

夫
〞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に
頼

「
通
院
に
も
対
応
し
て
も
ら
い
本
当
に

助
か
っ
た
」「
子
供
の
体
調
の
た
め
に

会
社
を
休
む
機
会
が
減
り
、
正
社
員
に

な
れ
た
」「
お
か
げ
で
働
き
な
が
ら
2

人
目
を
産
む
決
心
が
で
き
た
」
…
…
。

今
、
子
育
て
世
代
か
ら
大
き
な
支
持

を
得
て
い
る
N
P
O
が
あ
り
ま
す
。
病

児
保
育
事
業
を
手
が
け
る
フ
ロ
ー
レ
ン

ビジネスの手法で社会的問題を解決する。
少子高齢化、地域再生、貧困、福祉、教育など、
今、さまざまな分野で“ソーシャルビジネス”が
注目を集め始めています。その具体的な取り組みは──。
まずは、活動の最前線をご覧ください。

広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
08
年
、
09
年

に
は
経
済
産
業
省
が
進
め
る
ビ
ジ
ネ
ス

ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
支
援
事
業
の
対
象
と

な
り
、
す
で
に
大
阪
で
姉
妹
組
織
と
も

い
え
る
N
P
O
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

「
と
は
い
え
、
私
た
ち
は
決
し
て
規
模

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
。
目
標
は
大
き
な
組
織
で
は

な
く
、〝
い
い
組
織
〞
に
な
る
こ
と
。
何

よ
り
大
切
な
の
は
、
人
の
役
に
立
つ
こ

と
で
あ
り
、
働
い
て
い
る
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
は
な
い
の

で
、
売
り
上
げ
や
利
益
も
と
て
も
重
要

で
す
。
で
も
一
番
の
パ
ワ
ー
の
源
は
、

や
っ
ぱ
り
利
用
者
の
方
か
ら
の
心
の
こ

ら
ず
事
業
が
成
立
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
由
な
発
想
で
ア
イ
デ
ア
を
形
に
で
き

る
。
一
つ
一
つ
の
工
夫
の
積
み
重
ね
が

事
業
全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
っ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

実
際
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
に
よ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
着
々
と
成
果
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
5
年
、
中
央

区
、
江
東
区
の
み
だ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
は
順
調
に
拡
大
。
現
在
は
、
東
京

23
区
、
浦
安
市
、
川
崎
市
中
原
区
ま
で

で
あ
れ
ば
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
や

る
べ
き
だ
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
末
、

病
児
保
育
と
い
う
未
知
の
世
界
に
飛
び

込
む
決
心
を
し
ま
し
た
」

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
特
徴
は
〝
脱
施
設

型
〞
と
呼
ば
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

あ
り
ま
す
。
特
定
の
施
設
を
持
た
ず
、

地
域
の
子
育
て
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
に
保
育

ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
も
ら
い
、
依
頼
に

応
じ
て
彼
女
た
ち
が
病
気
の
子
供
を
自

ス
で
す
。
代
表
の
駒
崎
弘
樹
さ
ん
は
、

事
業
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
る
お
母
さ
ん
が
子
供
の
看
病
の
た

め
会
社
を
一
週
間
休
ん
だ
ん
で
す
。
す

る
と
そ
れ
が
原
因
で
、
会
社
か
ら
解
雇

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
考
え
て
も
お

か
し
な
話
で
す
。
で
も
い
く
ら
私
が
腹

を
立
て
て
も
、
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

も
っ
た
感
謝
の
言
葉
。
こ
れ
に
勝
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

自
分
自
身
を
含
め
て
、
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
を
〝
理
念
共

同
体
〞
と
表
現
す
る
駒
崎
さ
ん
。
そ
の

理
念
と
は
、「
子
育
て
と
仕
事
が
両
立

で
き
る
当
た
り
前
の
社
会
」
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。

利
用
者
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」「
助

か
っ
た
」
の
声
を
支
え
に
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
で
病
児
保
育
の
常
識
を
変

え
て
い
く
。
そ
ん
な
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の

活
動
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。

パ
ワ
ー
の
源
は

心
の
こ
も
っ
た
感
謝
の
言
葉

N
P
O
法
人 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
（
東
京
都
）

「
病
児
保
育
」の

常
識
を
変
え
る
！

子育て
と

仕事の

両立支
援

●
N
P
O
法
人 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス

CLICK!

全国に2万数千ある保育所のうち、
病児保育を実施しているのは、わ
ずか640箇所程度。高いニーズ
があるにもかかわらず、非常に少
ないのが現状です。シンクタンク
の調査（野村総合研究所、2006

年）によれば、企業で働く親が必
要だと思う「育児支援対策」の1

位は、「子供の看護休暇」の85.7

％でした。

子育て世代には厳しい
病児保育の現状

駒崎弘樹 NPO法人フローレンス代表理事
こまざき・ひろき／1979年生まれ。慶應義塾大学在
学中から ITベンチャー企業を経営。「人の役に立つ仕
事がしたい」と考えているときに、病児保育問題の実
態を知り、2004年にフローレンスを立ち上げる。著
書に『働き方革命』ほか。

解決！
ビジネスで
その問題を

ソーシャルビジネスという選択肢
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、

地
域
の
子
育
て
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
に
保
育

ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
も
ら
い
、
依
頼
に

応
じ
て
彼
女
た
ち
が
病
気
の
子
供
を
自

ス
で
す
。
代
表
の
駒
崎
弘
樹
さ
ん
は
、

事
業
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
る
お
母
さ
ん
が
子
供
の
看
病
の
た

め
会
社
を
一
週
間
休
ん
だ
ん
で
す
。
す

る
と
そ
れ
が
原
因
で
、
会
社
か
ら
解
雇

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
考
え
て
も
お

か
し
な
話
で
す
。
で
も
い
く
ら
私
が
腹

を
立
て
て
も
、
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

も
っ
た
感
謝
の
言
葉
。
こ
れ
に
勝
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

自
分
自
身
を
含
め
て
、
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
を
〝
理
念
共

同
体
〞
と
表
現
す
る
駒
崎
さ
ん
。
そ
の

理
念
と
は
、「
子
育
て
と
仕
事
が
両
立

で
き
る
当
た
り
前
の
社
会
」
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。

利
用
者
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」「
助

か
っ
た
」
の
声
を
支
え
に
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
で
病
児
保
育
の
常
識
を
変

え
て
い
く
。
そ
ん
な
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の

活
動
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。

パ
ワ
ー
の
源
は

心
の
こ
も
っ
た
感
謝
の
言
葉

N
P
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フ
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病
児
保
育
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常
識
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変
え
る
！

子育て
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仕事の
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援
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N
P
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フ
ロ
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CLICK!
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年）によれば、企業で働く親が必
要だと思う「育児支援対策」の1

位は、「子供の看護休暇」の85.7

％でした。

子育て世代には厳しい
病児保育の現状

駒崎弘樹 NPO法人フローレンス代表理事
こまざき・ひろき／1979年生まれ。慶應義塾大学在
学中から ITベンチャー企業を経営。「人の役に立つ仕
事がしたい」と考えているときに、病児保育問題の実
態を知り、2004年にフローレンスを立ち上げる。著
書に『働き方革命』ほか。

解決！
ビジネスで
その問題を

ソーシャルビジネスという選択肢
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N
P
O
法
人 

ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
（
大
分
県
）

別
府
八
湯（
ハ
ッ
ト
ウ
）

で
オ
ン
パ
ク
展
開
中
！

地
域
資
源
を
フ
ル
活
用
！

まち歩きのガイドを務め、また名
物の地獄蒸し豚まん、スイーツの
開発者でもある後藤さん。鉄輪温
泉エリアのキーマンとして、パワ
フルに活躍中です。「プログラム
で知り合った人たちが友だちにな
って、オンパク・サポーターの輪
が広がっていくと嬉しいですね」。

広がれ！“オンパク・サポーター”の輪

旅館 入舟荘　女将
後藤美鈴さん

オンパクとは、「別府八湯
温泉泊覧会」のこと。温泉
をはじめ、風情あるまち並
みや特産物などを生かし、
健康と美容、グルメ、まち
歩き、よりディープな地元
ネタを満喫する「じねた
び」と、まさに別府の魅力
を網羅したプログラムが揃
っています。回を重ねるご
とにオンパク・パートナー
の数も増加しており、パー
トナー制導入時の約60名
から、現在は300名ほどに。

NPO法人ハットウ・オンパクの末田さん

●
N
P
O
法
人
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク

●
コ
コ
ロ
ク
ル
ギ
フ
ト

CLICK!

地域の
再生

オンパクは自分を
成長させます
（石川実巴子さん）

おんぱく♥おくり隊の
モットーは利用者目線！

日
本
一
の
温
泉
湧
出
量
を
誇
る
、
大

分
県
・
別
府
市
。
か
つ
て
は
年
間
1

2
0
0
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
、
そ

の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
人
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が

団
体
か
ら
小
グ
ル
ー
プ
へ
と
変
化
し
て

い
く
に
つ
れ
て
、
観
光
客
は
激
減
。
時

代
の
波
に
乗
り
遅
れ
た
別
府
か
ら
は
、

に
ぎ
わ
い
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
て
い

た
人
々
は
、
別
府
復
興
へ
の
思
い
を
行

動
で
示
し
始
め
ま
し
た
。「
10
年
ほ
ど

前
か
ら
、
旅
館
の
女
将
さ
ん
た
ち
や
商

店
の
方
々
が
自
発
的
に
ま
ち
歩
き
ツ
ア

ー
を
始
め
る
な
ど
、
ま
ち
お
こ
し
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
」。
そ
う
振

り
返
る
の
は
、
N
P
O
法
人
ハ
ッ
ト

ウ
・
オ
ン
パ
ク
の
末
田
加
良
子
さ
ん
。

の
中
小
・
個
人
事
業
者
た
ち
が
、
別
府

を
舞
台
に
個
性
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
参
加
す
る
こ
と
で
誰
で
も
主
人
公
に

な
れ
る
。
な
に
よ
り
自
信
が
つ
き
ま
す

ね
」
と
オ
ン
パ
ク
効
果
を
語
る
の
は
、

オ
ン
パ
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ひ
と
り
で
、

『
茶
房 

信
濃
屋
』
を
営
む
石
川
実
巴
子

さ
ん
。
こ
う
し
た
オ
ン
パ
ク
の
手
法
は
、

ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
旅
館
組
合
（
オ
ン

パ
ク
事
務
局
）
は
、
医
師
会
、
保
健
所

と
連
携
し
た
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
別

府
O
N
S
E
N
地
療
法
研
究
会
」
を
展

開
。
や
が
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

重
な
り
合
い
、
2
0
0
1
年
10
月
の
第

一
回
「
オ
ン
パ
ク
」
開
催
へ
と
発
展
し

て
い
っ
た
の
で
す
。

「
オ
ン
パ
ク
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
温

泉
や
自
然
環
境
、
さ
ら
に
は
魅
力
的
な

人
を
も
含
め
た
「
地
域
資
源
」
を
フ
ル

活
用
し
て
い
る
こ
と
。
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
別

府
の
産
業
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ー
ト
時
に
約
60
種
だ
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
在
1
5
0
種
近
く
に

ま
で
拡
大
。
そ
の
内
容
を
企
画
し
た
り
、

会
場
を
提
供
し
た
り
す
る
「
オ
ン
パ

ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
地
元

こ
れ
ま
で
に
な
い
民
間
主
導
の
地
域
再

生
事
業
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
で
は
平
成

19
〜
21
年
度
の
「
地
域
新
事
業
活
性
化

中
間
支
援
機
能
強
化
事
業
」
に
採
択
し
、

事
業
整
備
や
普
及
を
支
援
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
全
国
10
カ
所
の
地
域

が
こ
の
手
法
を
導
入
し
、
独
自
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

初
開
催
か
ら
10
年
、
さ
ら
な
る
ス
テ

ッ
プ
へ
の
一
手
と
し
て
、
末
田
さ
ん
と

地
元
の
O
L
た
ち
は
、「
お
ん
ぱ
く
♥

お
く
り
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
彼
女

た
ち
が
仕
掛
け
る
の
は
、〝
心
を
贈
る
〞

〝
心
に
く
る
（
届
く
）〞
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
コ
コ
ロ
ク
ル 

ギ
フ
ト
」。
オ
ン
パ

ク
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
き
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
で
す
。
あ

ふ
れ
る
挑
戦
心
と
、
取
り
戻
し
た
地
元

へ
の
誇
り
。
そ
の
支
え
が
あ
る
限
り
、

こ
の
湯
け
む
り
の
ま
ち
は
、
再
び
輝
き

を
増
し
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
せ
！

地
域
一
丸
で
挑
む
別
府
再
生

挑
戦
心
と
誇
り
を
糧
に

さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
へ
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ソーシャルビジネスの着眼点は多種多様。
全国各地で芽生え、社会性と事業性を両立させ花開き、
いろいろな問題の解決が進められています。 “想い”がカタ チに。アイデア続々ひらめき中！

1冊160円からの敗者復活

円の売上のうち160円が販売者の収入に。真の自立を
目的に、あえて売り方の細かい指導などは行わず、販売
者自身の創意工夫や働く意欲を重視し
ています。大阪で立ち上げた事業が、
今では東京を含め10以上の都府県に
広がり、売上部数は毎号3

万超。またビッグイ
シュー基金では、文
化・スポーツ企画な
どを通じ、自信と誇
りの回復を支援して
います。

注目の現代版「トキワ荘」
NPO法人NEWVERY（東京都）

途上国発の「カワイイ」バッグ！

ジア最貧国・バングラデシュの現状をふまえ、
「これを変えるのは援助や国際機関でなく、消費

EWVERYの信念は「可能性は誰にでもある。必
要なのは機会と環境」。そこで「若者支援のエク

れっとは、障がいのある人たちが生活場面におい
て直面する問題の解決を通して、すべての人々が

者だ」と設立されたマザーハウス。先進国をターゲット
に、開発途上国発であってもデザインや品質がしっかり
した「カワイイ」「カッコイイ」商品の開発、販売で成長
しています。なかでもジュート（麻）を使いバングラデ
シュで作るバッグは、日本で人気上昇中。現地の雇用創
出をはじめ、国境を越えた社会貢献を果たしています。

セレントNPO」を目指して、若者が社会的弱者となる
ことを防ぐ活動を展開しています。プロの漫画家志望者
に低家賃の住居を提供する「トキワ荘プロジェクト」や、
大学・短大・専門学校を対象に、コンサルティング、研
修サービスなどを通じて中途退学の予防支援をする「日
本中退予防研究所」などを運営中です。

当たり前に暮らせる社会の実現に寄与することを目指し
ています。例えば「おかし屋ぱれっと」「Restaurant & 

Bar Palette」は障がい者の仕事を通した自立と社会参
加を支援。将来的に自立した生活を営む収入を得られる
ことが目標です。また「えびす・ぱれっとホーム」では、
知的障がいのある人たちが必要なサポートを受け、働き
ながら仲間と暮らしています。

株式会社マザーハウス（東京都）

これぞ、オーガニック革命！

タートしたのが大地を守る会です。全国の農家で作る野
菜を都会の消費者に宅配するのが主な事業。また、素材
にこだわった畜産物、水産物、加工品、雑貨などの販売、
果ては家づくりのサポートまでも。国産商品を扱い輸送
過程でのCO2排出量を抑制したり、環境ホルモンを含

まない包装材を使うなど、環境貢献
度の高い事業を実践しています。

株式会社大地を守る会（千葉県）

シェア8割の「葉っぱビジネス」

もの」として出荷する事業を展開。高齢者に使いやすい
パソコンの開発、個人売上を公表する仕掛けなど、動機
づけに工夫を凝らしています。全国シェアの約8割を占
めるなど市場 の信頼も厚く、町の主力産業と

なり強い競争力を発揮。
高齢者の就業・納税・寝
たきり予防やUIターン

者の増加など、売上だけ
にとどまらない経済効果
も生まれています。

株式会社いろどり（徳島県）

誰もが当たり前の暮らしを
NPO法人ぱれっと（東京都）「大人ってカッコイイ！」を育む

株式会社盤水社（石川県）

目覚めよ！ 若き志士たち
NPO法人ETIC.（東京都）

有限会社ビッグイシュー日本（大阪府）

ア

国発の雑誌「THE BIG ISSUE」の日本版を月2回
発行。ホームレスの人々に販売を託し、1冊300英

ろどりは、高齢者を中心とした農家が、葉っぱや
草花を料亭やホテル・旅館の料理に添える「つまい

然のチカラを大事にした野菜、農薬に頼らない野
菜、それは日本の大地を守る野菜。こう考えてス自

N

ぱどもたちの健全な職業観を育むには「大人が尊敬
され、憧れられる目標であるべき。大人がカッコ

よく働く姿を子どもたちに伝えたい」と創業した盤水社。
中核事業は、キャリア教育支援のフリーマガジン「さく
らノート」の編集・発行です。地元でいきいきと働く大
人たちを誌面で紹介。総合学習などの教材として、県内
の9割以上の中学・高校が活用中。子どもたちの就業意
識を高め、将来設計のヒントを与えています。

子

革と混迷の時代において、若い世代が志を持ち、
行動を起こしていくことが次代を拓く原動力にな

る」。そう考えるETIC.は、若き起業家型リーダーの育
成を行う組織です。具体的には、“仕事”を通じて起業家
的成長を促す「長期実践型インターンシップ」、自治体等
と連携し、地域で仕事を創り出せる人材を育成する
「チャレンジ・コミュニティ・プロジェクト」などのプ
ログラムを展開。また、若手社会起業家向けのインキュ
ベーション事業にも注力しています。
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今、なぜソーシャルビジネス（SB） 
か──。そこには行政やボランテ
ィアだけですべての社会問題に対
応するのが難しくなっている、と
いう現状があります。そこで問題

解決の新たな担い手が求められて
いるのです。問題解決と同時に、
これまでにない「働き方」も提供
してくれるSBは社会を元気にす
る活動として期待されています。

問題を解決し
社会を元気に

するのがSBです

入門レベル

➡ソーシャルビジネスネット「ソーシャルビジネスとは」 www.socialbusiness.jp/know/cat18/

「自分の住んでいる地域でもSB
は行われているの？」「どんなSB
があるんだろう？」。もしそうし
たことが知りたかったら、ぜひ
Webサイト「ソーシャルビジネ

ス・オンライン・メッセ」をご覧
ください。「ココがポイント！」
「ココが自慢！」などのコンテン
ツで、全国約70のSBを分野別、
地域別に紹介しています。

地域や事業分野から
SBを探せる

サイトが公開中

中級レベル1

➡ソーシャルビジネス・オンライン・メッセ www.socialbusiness.jp/messe/

「SBを起業するにあたって、情報
が欲しい」。そんな声に応えるべ
く、「地域コミュニティビジネス
／ソーシャルビジネス推進協議
会」では、SBの担い手や地域の

様々な関係者が交流、情報交換を
行う場として、交流会やセミナー、
実地支援等を行っています。また
そのほか、融資や補助事業に関す
る情報も提供しています。

SBを支える
相談窓口が全国
9カ所で展開中！

上級レベル

➡各種ご相談はこちら…地域 CB／SB推進協議会 www.socialbusiness.jp/region/

➡日本政策金融公庫における融資制度のご案内 www.socialbusiness.jp/topics/000184

➡ソーシャルビジネス／コミュニティビジネスの振興 www.meti.go.jp/policy/local_economy/sbcb/

➡各府省のソーシャルビジネス推進関連施策 www.socialbusiness.jp/ministry/ 実は私たちの生活に密着しているソーシャルビジネス（SB）。みなさんの興味はどうでしょうか？
「もっと知りたい！」という方のために、関心度に応じた多彩な情報をご用意しました。

ソーシャルビジネス関心度

日本におけるSBの事業者数は、
約8000と推計されています。ち
なみに人口が日本のおよそ半分の
イギリスでは約55000事業者が
活動中。単純な比較はできません

が、日本のSBにも大きな可能性
があることは間違いないでしょう。
2400億円程度と推定されている
市場規模も、数年後には10倍ほ
どになると見込まれています。

現在の市場規模は
約2400億円

数年後には10倍に

初級レベル

➡ソーシャルビジネスネット「ソーシャルビジネスの現状」 www.socialbusiness.jp/know/cat19/

全国の先進的なSBの事例をまと
めた経済産業省の「ソーシャルビ
ジネス55選」。その内容をWeb
サイトで読むことができます。そ
れぞれのSBがどのように立ち上

がったのか、どんな試練があった
のか、そして今後の目標は──。
現場の生の声が詰まった実践レポ
ートは、SBの魅力や可能性を知る
のに最適なコンテンツです。

55の事業者の
実践レポートで知る

SB最新事情

中級レベル2

➡ソーシャルビジネス 55選 www.socialbusiness.jp/case/

ここまで読んで、
ソーシャルビジネス（SB）
のこと、分かりましたか？

まだよく分からない
だいぶ分かった！

友人や家族に
SBの仕事を
している人が……

聞いたことがない
いる

日本のSBに
可能性を感じますか？

うーん、分からない
そう感じる

日本のSBの
「今」と「これから」を
紹介します

各SBの「自慢」はココ！
収入や市場規模について

SBを展開中の
元気な企業やNPOの
情報はこちら

先進SBの事例について
事業分野や地域から

準備さえ整えば、
早く起業したい……

まだそこまでは……
そう思っている！

「自分は行動派だ」と
思いますか？

じっくり慎重派のほう
思い立ったら即行動！

実はすでに
SBのサービスなどを
利用したことが……

残念ながらまだ……
ある

「自分だったら
こんなSBをやる」と
考えたことも……

そこまではない

なんとなくある

実は温めている
ビジネスプランが……

それはまだない

ある！

SBはまだまだ発展途上。
まずは基礎的な情報を

SBの現状について
SBの「基礎の基礎」から

SBがどのように
問題解決しているかを
ご覧ください

各SBの内容について
SBの現状について

起業などに役立つ情報を
ご用意しています

相談窓口や施策について
先進SBの事例について

「SBでの課題解決」
についてどう思いますか？

実際、利用してみたい
ピンとこない

いいと思う！

「SBで働く」という
経験をしてみたいですか？

やっぱり自分で起業！
うーん、特に思わない

ぜひ働いてみたい！

チャー
トで

Check！

あなた
の
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SBを展開中の
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先進SBの事例について
事業分野や地域から

準備さえ整えば、
早く起業したい……
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利用したことが……
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ある
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ぜひ働いてみたい！

チャー
トで

Check！

あなた
の
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ク
し
て
い
る
点
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共

感
し
た
消
費
者
が
対
象
商
品
を
購
入
す

る
と
、
そ
れ
が
企
業
の
売
り
上
げ
に
つ

な
が
り
、
同
時
に
自
然
保
護
な
ど
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
も
な
る
。
そ
う
し
て
地

域
の
人
た
ち
の
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
さ

ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
す
る
人
が

増
え
て
い
く
。
こ
ん
な
循
環
が
き
ち
ん

と
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
消
費
者
の
方
々
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
選
ぶ
基
準
の
な
か
で
、〝
社
会
性
〞
は

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
企
業
も
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
、
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
は
、
各

地
で
環
境
保
全
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
団
体
や
N
P
O
な
ど
も
と
て
も
大

切
な
存
在
で
す
。
今
後
も
関
係
を
い
っ

そ
う
強
化
し
て
、
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
」（
竹
田
さ
ん
）

● 

う
ま
い
！
を
明
日
へ
！
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今
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
が〝
本
業
〞と
の
つ
な
が
り
を

強
め
る
傾
向
に
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
取
り
組
み
も
そ
の
一
例
で
す
。

社
会
貢
献
は〝
本
業
〞と
連
動

今年3月4日に「第2回ソーシャル
ビジネス全国フォーラム」が東京で
開かれました（主催・ソーシャルビ
ジネス推進イニシアティブ、経済産
業省）。全国のソーシャルビジネス
事業者や自治体などとともに、一般
企業も参加。例えばNECは「NEC

社会起業塾」などを展示会場で紹介

し、資生堂はトークセッションなど
で高齢の方や障がいのある方のQO 

L向上を目指す「資生堂ライフクオ
リティー ビューティーセミナー」
（美容セミナー）についてプレゼン
テーションしました。当日の来場者
は約1,000名。ソーシャルビジネ
スへの関心の高さがうかがえました。

ソーシャルビジネス全国フォーラムを開催

も
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
活
動
の
一
つ
。

注
目
の
取
り
組
み
で
す
。

同
社
の
竹
田
義
信
さ
ん
に
よ
る
と
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
全
国
47
都
道

府
県
へ
の
地
域
貢
献
を
目
的
に
、
自
然

や
環
境
、
重
要
文
化
財
な
ど
の
保
護
・

保
全
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
販
売
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
『
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ

イ
』
1
本
に
つ
き
1
円
を
活
動
に
役
立

て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す（
※
）。
例
え
ば

北
海
道
の
湿
原
や
沖
縄
の
珊
瑚
礁
を
守

る
活
動
、
ま
た
東
京
で
は
小
学
校
へ
の

太
陽
光
発
電
の
設
置
を
支
援
し
ま
し
た
」

ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
さ
し
く
ビ
ー
ル
販

売
と
い
う
〝
本
業
〞
と
し
っ
か
り
リ
ン

子育て支援、障がい者雇用、環
境問題、地域おこしなど約70
の課題を解決する事業が集結。

※
こ
れ
ま
で
に
3
回
、
期
間
を
設
け
て
実
施
。

自然や

環境、文
化財

の保護

私
た
ち
の
生
活
に
も
密
着
し
た
様
々

な
問
題
に
立
ち
向
か
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
。
各
分
野
で
は
、
地
域
に
根
ざ

し
た
地
元
の
中
小
企
業
や
N
P
O
が
元

気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
今
、
一
般
企

業
の
間
で
も
、
本
業
と
し
っ
か
り
結
び

つ
け
た
形
で
社
会
貢
献
を
行
う
動
き
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

の
「
う
ま
い
！

を
明
日
へ
！
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

消
費
者
が
重
視
す
る

〝
社
会
性
〞と
い
う
基
準

アサヒビール株式会社
社会環境推進部長 理事

竹田義信さん

―
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
（
S
B
）

事
業
者
が
少
し
ず
つ
、
で
も
着
々
と
増

え
て
い
ま
す
ね
。

　
皆
さ
ん
「
地
域
や
社
会
を
よ
く
し
た

い
！
」
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
立
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
の
背

景
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
や
行
政
の

活
動
だ
け
で
は
必
ず
し
も
解
決
さ
れ
な

か
っ
た
様
々
な
社
会
的
課
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
解
決
が
S
B
に
と
っ
て
最
大

の
目
的
で
あ
り
、
一
般
的
な
企
業
と
異

な
る
点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
と
は
い

え
S
B
も
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

な
の
で
、
事
業
性
も
重
要
に
な
り
ま
す

ね
。

　
政
府
が
今
年
開
催
し
た
「
新
し
い
公

共
」
円
卓
会
議
で
も
、
そ
の
担
い
手
と

し
て
S
B
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
官

と
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
の
大

事
な
仕
事
で
す
。

―
―
S
B
が
築
く
社
会
の
姿
を
ど
う
描

い
て
い
ま
す
か
。

　
よ
り
多
く
の
人
が
〝
希
望
〞
を
感
じ

な
が
ら
暮
ら
せ
る
社
会
で
す
ね
。
S
B

の
取
組
に
よ
っ
て
、
社
会
的
課
題
に
直

面
し
て
い
る
方
々
は
救
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。
同
時
に
、
S
B
に
携
わ
る
方
々
に

も
「
自
分
も
課
題
解
決
に
参
加
で
き

る
」
と
い
う
意
味
で
、
や
り
が
い
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

定
年
後
も
自
分
の
強
み
を
社
会
の
た
め

に
発
揮
す
る
、
若
者
が
社
会
起
業
に
自

身
の
生
き
方
を
見
い
だ
す
、
子
育
て
を

経
験
し
た
女
性
が
そ
の
経
験
を
活
か
す
。

様
々
な
形
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

民
双
方
か
ら
S
B
に
対
す
る
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
た
ち
も
し
っ
か
り
と

後
押
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

市
民
の
志
に
よ
る
寄
付
や
、
地
域
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
S
B
に
有
効
活
用
し
て

も
ら
う
。
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
企
業
の
C
S
R
と
S
B
が
連

携
す
る
こ
と
で
W
i
n
‐
W
i
n
の
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会

的
課
題
の
解
決
が
よ
り
前
進
す
る
も
の

―
―
S
B
が
さ
ら
に
活
躍
す
る
た
め
に

望
ま
れ
る
こ
と
は
。

　
S
B
は
、
社
会
的
課
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
以
上
、
起
業
し
て
も
軌
道
に
乗

る
ま
で
が
大
変
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
大
切
な
の
は
事
業
者
自
身
の
力
強

さ
で
す
が
、
市
民
・
自
治
体
・
商
工
団

体
・
金
融
機
関
・
大
学
な
ど
が
S
B
を

う
ま
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組
み
づ
く

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
私
た
ち
は
難

し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

S
B
は
「
全
員
参
加
型
社
会
」
や
「
地

域
社
会
の
活
性
化
」
を
実
現
す
る
た
め

の
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
／

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興

CLICK!

期待
高ま
るソ
ー
シャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス！

担
当者
の
声

当グループは、ソーシャルビジネスの振
興によって地域を元気にするため、全国
的な認知度の向上や担い手の育成、事業
者が活動しやすい環境づくりに取り組ん
でいます！

地域経済産業グループ
立地環境整備課

一
い っ

色
し き

広樹
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か
。
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ね
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S
B
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に
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、
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的
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題
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直

面
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て
い
る
方
々
は
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わ
れ
る
で
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ょ

う
。
同
時
に
、
S
B
に
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る
方
々
に
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「
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分
も
課
題
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決
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加
で
き

る
」
と
い
う
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味
で
、
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り
が
い
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
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か
。
例
え
ば
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／

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興

CLICK!
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ス！
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声
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興によって地域を元気にするため、全国
的な認知度の向上や担い手の育成、事業
者が活動しやすい環境づくりに取り組ん
でいます！

地域経済産業グループ
立地環境整備課

一
い っ

色
し き

広樹
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現
在
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
や
金
型
メ

ー
カ
ー
も
そ
の
権
利
を
主
張
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

「
管
理
体
制
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
法

的
保
護
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
守
る

べ
き
資
産
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
自

J
K
B
は
「
元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小

企
業
3
0
0
社
」（
2
0
0
9
年
度
）
に

も
選
ば
れ
た
こ
と
の
あ
る
、
難
加
工
形

状
品
や
微
細
加
工
品
の
プ
レ
ス
加
工
を

得
意
と
す
る
会
社
で
す
。

そ
の
J
K
B
の
平
井
和
夫
社
長
に
も

過
去
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
流
出
が
関
係
す
る

苦
い
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

「
十
数
年
前
の
こ
と
。
注
文
が
急
に
途

絶
え
た
の
で
す
。
調
べ
て
み
た
ら
、
当

社
製
品
の
金
型
図
面
が
海
外
へ
流
出
し

て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
技
術
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
の
管
理
に
気
を
使
い
は
じ
め

ま
し
た
」

平
井
社
長
が
、
第
一
段
階
と
し
て
ま

知
的
資
産
を
守
り
、
活
用
す
る
手
段

と
し
て
は
、
特
許
も
選
択
肢
の
一
つ
で

す
。
そ
れ
に
つ
い
て
平
井
社
長
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
私
た
ち
は
通
常
、
特
許
は
申
請
し
ま

せ
ん
。
と
い
う
の
も
特
許
の
場
合
、
申

請
の
段
階
で
技
術
の
一
部
を
オ
ー
プ
ン

に
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
苦
労
し
て
開

発
し
た
製
造
法
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
、
他

社
に
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

社
の
強
み
が
何
か
、
は
っ
き
り
と
分
か

っ
て
き
ま
す
。
社
員
の
士
気
も
上
が
る

し
、
ビ
ジ
ョ
ン
も
立
て
や
す
い
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
と
の
交
渉
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
き

ま
し
た
」（
平
井
社
長
）。

J
K
B
で
は
こ
れ
と
並
行
し
て
、
平

井
圭
一
郎
副
社
長
の
指
導
の
も
と
図
面

デ
ー
タ
が
入
っ
た
C
A
D
シ
ス
テ
ム
の

運
用
面
で
の
管
理
強
化
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

詰
ま
っ
た
生
産
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
見

直
し
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
（
左
図
表
参
照
）。

ず
着
手
し
た
の
は
や
は
り
「
金
型
の
厳

重
な
管
理
」
で
し
た
。

「
金
型
や
図
面
は
貴
重
な
〝
知
的
資

産
〞。
お
客
様
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、

当
社
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
た
」

実
は
金
型
業
界
で
は
、
長
年
の
取
引

慣
行
も
あ
り
、
実
際
に
金
型
を
作
っ
た

会
社
で
は
な
く
、
発
注
元
に
金
型
そ
の

も
の
や
図
面
の
権
利
が
あ
る
と
さ
れ
る

場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
経
済
産
業
省
に
よ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
も
業
界
に
徐
々
に
浸
透
。

だ
か
ら
営
業
秘
密
と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
化
し
て
い
る
の
で
す
」

も
ち
ろ
ん
J
K
B
で
も
「
独
自
の
生

産
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
特
許
取
得
し
た

技
術
は
あ
る
」
と
の
こ
と
。
特
許
で
オ

ー
プ
ン
に
す
る
か
、
営
業
秘
密
と
し
て

非
公
開
に
す
る
か
は
、「
対
象
と
な
る

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
種
類
や
使
い
方
で
、

選
択
す
る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
、
平
井

社
長
は
強
調
し
ま
す
。

技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、
顧
客
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
…
…
。
企
業
内
に
は
当
人
た
ち
も
気

づ
か
な
い
知
的
資
産
が
眠
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
営
業
秘
密
管
理
の
体

制
を
整
え
て
、
競
争
力
向
上
に
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
春
、
経
済
産
業
省
は
「
営

業
秘
密
管
理
指
針
」
を
改
訂
。
そ
こ
に

は
、
主
に
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
便

利
な
ツ
ー
ル
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
効
果
的
な

活
用
法
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
設
計
図
や
顧
客
リ
ス
ト
な
ど
の「
知
的
資
産
」を
し
っ
か
り
守
り
、
活
用
し
た
い
。
で
も
何
を
ど
う
す
れ
ば
…
…
。

そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、「
営
業
秘
密
管
理
」に
取
り
組
ん
で
い
る（
株
）J
K
B
を
訪
ね
、
対
策
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

営
業
秘
密
管
理 

の
ス
ス
メ

技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
、ア
イ
デ
ア
…
…
、会
社
の
中
は
宝
の
山日本で初めて順送プレスで量

産化に成功したステンレス材
のオフセットフィン（上の写
真）。JKBの平井和夫社長と平
井圭一郎副社長（左の写真）。

工場内は基本的に「関係者以外立ち入り禁止」で、撮影も不可。情報漏えい対策は徹底しています。

1954年設立。高精度設備と IT化による最
先端プレス技術で、難加工形状品や微細加
工品を提供。本社／神奈川県川崎市高津区。
山形工場（写真）／山形県寒河江市。

株式会社 JKB

「
知
的
資
産
」
が
明
確
に
な
り

社
員
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た

公
開
か
、非
公
開
か
―
―

使
い
分
け
て
強
み
を
発
揮

設計データの入った
CADシステムは
他のPCと分離。
独自のパスワードで保護。

就業規則に「秘密保持」を明記。

定期的に社員教育を実施。

製品の加工工程サンプルなどは

金属シュレッダーで
完全に破砕処理する。

工場内は立ち入り禁止区域を

設定し、撮影は不可。

見積書に「金型の管理」
についての条項を明記する。

JKBの主な取り組み

●
営
業
秘
密
管
理
指
針

●
株
式
会
社
J
K
B

CLICK!
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先端プレス技術で、難加工形状品や微細加
工品を提供。本社／神奈川県川崎市高津区。
山形工場（写真）／山形県寒河江市。

株式会社 JKB

「
知
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産
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り

社
員
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意
識
が
変
わ
っ
て
き
た

公
開
か
、非
公
開
か
―
―

使
い
分
け
て
強
み
を
発
揮

設計データの入った
CADシステムは
他のPCと分離。
独自のパスワードで保護。

就業規則に「秘密保持」を明記。

定期的に社員教育を実施。

製品の加工工程サンプルなどは

金属シュレッダーで
完全に破砕処理する。

工場内は立ち入り禁止区域を

設定し、撮影は不可。
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JKBの主な取り組み
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業
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密
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●
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式
会
社
J
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CLICK!
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り、便利に使える
資料になってい
ます。

められたチェック項目が、
ある意味管理体制のサン
プル集のようでもあ

他社では、いったいどのように営業
秘密を管理しているのか？　チェッ
クシートを読むことによって、その
ヒントを得ることができます。まと

「便利なサンプル集
としても使えます」

参考例は、一つの
基準として助け
になります。

リケートな問題です。そ
うしたなかで具体的な
契約書の形で示された

取引先の大企業と良好な関係を保ち
つつ、自社の営業秘密を守るために、
契約書の内容をどのようにするか。
これは中小企業にとって、とてもデ

「取引先といい関係を
保つのにも役に立つ」

大
切
な
自
社
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

し
っ
か
り
と
守
り
た
い
。
で
も
、
自
分

の
会
社
の
状
態
を
な
か
な
か
客
観
的
に

見
ら
れ
な
い
…
…
。
そ
ん
な
事
業
者
、

特
に
中
小
企
業
の
た
め
に
、
経
済
産
業

省
は
「
営
業
秘
密
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
を
用
意
し
ま
し
た
。
主
な
目
的
は
、

現
状
の
管
理
体
制
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

本
当
に
守
る
べ
き
情
報
や
管
理
体
制
の

問
題
点
に
〝
気
づ
い
て
〞
も
ら
う
こ
と

営
業
秘
密
管
理
の
体
制
を
整
え
よ
う
、

強
化
し
よ
う
。
そ
う
考
え
た
と
き
に
、

見
直
す
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
社

内
の
ル
ー
ル
や
取
引
先
と
の
契
約
書
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ど
ん
な
情
報
を
営
業
秘
密

と
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
管

理
す
る
の
か
、
秘
密
が
保
持
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
ど
の
よ
う
な
義
務
が
生
じ
る

の
か
な
ど
、
取
り
決
め
は
文
書
で
示
し

て
お
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
万
一
、

情
報
漏
え
い
が
起
こ
っ
た
と
き
に
責
任

の
所
在
を
は
っ
き
り
す
る
た
め
に
も
、

や
は
り
ル
ー
ル
や
契
約
書
は
重
要
で
す
。

と
は
い
え
、
実
際
に
規
則
や
契
約
書

の
文
言
を
ゼ
ロ
か
ら
書
い
て
い
く
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き

に
役
立
つ
の
が
「
各
種
契
約
書
の
参
考

例
」。
下
の
と
お
り
、
就
業
規
則
か
ら

契
約
書
ま
で
多
様
な
参
考
例
が
文
書
作

成
の
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
「
指
定
編
」
と

「
管
理
編
」
の
2
段
階
。
ま
ず
「
指
定

編
」
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
50
点
以
上
な

ら
「
管
理
編
そ
の
1
」
へ
、
未
満
な
ら

「
管
理
編
そ
の
2
」
へ
。
今
の
対
策
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
簡
単
に
診
断
で
き

て
、
こ
れ
か
ら
重
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

な
ど
も
見
え
て
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
秘
密
管
理
の
方
法
は
、

業
種
や
規
模
に
よ
っ
て
様
々
。
単
純
に

得
点
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
、
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
参
考
に
、
適
切
な
手
段
を

選
び
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が
、

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

た
だ
し
社
内
ル
ー
ル
や
契
約
書
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
業
務
内
容
や
実
態

に
合
っ
た
も
の
を
作
成
す
る
の
が
大
事

で
す
。
参
考
例
を
活
用
す
る
と
き
は
、

自
分
の
会
社
の
実
情
に
適
し
て
い
る
か

十
分
な
検
討
も
忘
れ
ず
に
。

●就業規則（抄）の例
●営業秘密管理規程等の例

●工場見学時の秘密保持誓約書の例
●業務提携時における秘密保持契約書の例
●取引基本契約書（製造請負契約）（抄）の例
●業務委託契約書（抄）の例
●共同研究開発契約書（抄）の例

●秘密保持誓約書の例

・営業秘密管理規程
・営業秘密管理基準

・入社時
・プロジェクト参加時
・退職時

参考例のある社内ルールや契約書

〝
気
づ
き
〞が
得
ら
れ
る

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

営
業
秘
密
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
1

難
し
い
契
約
書
づ
く
り
の

コ
ツ
も
教
え
て
く
れ
る
！

● 

営
業
秘
密
管
理
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ェ
ッ
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シ
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ト

CLICK!

●
各
種
契
約
書
等
の
参
考
例

CLICK!

営
業
秘
密
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理
の
ポ
イ
ン
ト
2

現場の目
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こ
こ
ま
で
「
営
業
秘
密
」
に
つ
い
て

話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
社
内
の
情
報

管
理
全
体
を
考
え
た
と
き
、
実
は
他
の

視
点
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
顧
客
情
報
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
な
ど
も
、
最
近
で
は
ま
す
ま

す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
な
ど
の
事
業
者

は
情
報
管
理
を
多
面
的
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な

情
報
を
す
べ
て
き
ち
ん
と
適
切
に
管
理

し
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
…
…
。

そ
ん
な
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
経

済
産
業
省
を
は
じ
め
各
公
的
機
関
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
指
針

で
す
。

特
に
今
回
の
営
業
秘
密
管
理
指
針
の

改
訂
版
で
は
、
情
報
の
種
類
と
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
応
を
分
か
り
や
す
く

示
し
た
図
表
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
使
え
ば
、
自
分
の
会
社
の
い
ろ
い

ろ
な
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
措

置
を
と
る
の
が
い
い
の
か
、
概
要
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

情
報
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

対
応
が
一
目
で
分
か
る

「営業秘密管理」で
会社はもっと強くなる

成功のための必読３か条

業秘密管理指針の改訂に当たって、
全国各地の企業や専門家の皆様か
ら多くの貴重なお話を聞かせて頂

きました。営業秘密が漏えいした苦い経験を
乗り越え、セキュリティレベルの高い管理体
制を構築した例、元請・下請の関係を乗り越
え、自社の営業秘密を適切に管理しながら対
等に取引をしようとしている例、財力が無い
ことを乗り越え、安価な方法で管理している
例などがある一方で、管理ができていない企
業も多くありました。そのような企業が一歩
を踏み出すための手助けが必要だと強く感じ
ました。
　営業秘密の管理は、どのような規模の企業
でも行えることです。例えば、朝礼で定期的
に営業秘密の取扱いについて注意喚起するな
ど、できることを組み合わせて合理的に管理
することが大切です。どの情報をどうやって
管理・活用するかを考えることは、自社を強
くする知的資産経営にもつながります。管理
ができていない企業に、営業秘密の管理は自
社にもできることであって、自社を強くする
ことだと気づいてもらいたいです。その気づ
きを得てもらい、実際に管理してもらうため
に、私たちは様々な場面を利用して営業秘密
管理指針などを周知・普及して行きます。是
非、営業秘密の管理について次の一歩を踏み
出してみてください。

営

一歩を踏み出す、
そのための手助けに

│担当者の声

● 

我
が
国
に
お
け
る
情
報
管
理
に

 

関
す
る
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

CLICK!

当
室
は
、
事
業
者
が
自
社
固
有
の
知
的
財

産
・
知
的
資
産
を
活
用
し
な
が
ら
、
他
社
と

公
正
に
競
争
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

不
正
競
争
防
止
法
や
知
的
資
産
経
営
な
ど
に

関
す
る
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

経済産業政策局知的財産政策室
課長補佐　石原徹弥

図表はとても便利。技術

とすぐに分かるの
がいいですね。

個人情報ならココ、
情報についてはココ、

伝わらなければ、もったいないです
から。その意味でも、この

当社でも、企画書やお客様向けの資
料はできる限りビジュアル化するよ
うにしています。価値のある内容も

「欲しい情報に
すぐたどり着ける」

形がないから価値がある！
「知的資産経営」の時代
技術やノウハウ、アイデア……。こうした知的資産に
は形がないので、他社も簡単には真似できません。実
は、強い企業、伸びている企業は、この知的資産を上
手に組み合わせて、新しい価値を生み出しています。
「知的資産経営」が実践できるかどうか。企業の規模
にかかわらず、これがますます重要になっています。

「守る」だけじゃダメ！
「生かす」ための管理を
「営業秘密管理」。こう聞くと、金庫に入れて鍵をかけ
て……、と守ることばかりをイメージしてしまいます。
でも、情報は活用してこそのもの。特許などで「オー
プン化」するもの、社内で「ブラックボックス化」す
るもの、また他社に「使わせる」もの、「使わせない」
ものなど、まずはしっかり見極めることが大切です。

できていますか？
身の丈に合った対策
万一、情報漏えいなどの裁判の当事者になった場合、
あなたの会社がきちんとした管理体制を取っていたか
どうかが問われます。しかし、大企業も中小企業も同
じレベルの管理体制でないといけないのでしょうか。
実は、そんなことはありません。会社に合った、合理
的なレベルで管理されていればいいのです。自社に
マッチした体制をしっかり整えましょう。

事業者が保有する情報全般

営 業 秘 密
営業上の情報

個人情報

研究機関等に
おける機械技
術・防衛秘密
等の情報

金型図面・金
型加工データ
等の個別の技
術上の情報

技術上の情報

営
業
秘
密
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
3

現場の目

営業秘密管理のメリットは、これを“てこ”に

して競争力をアップさせられること。意識を少し

変えることで、会社は大きく変わるはずです！

その1

その2

その3

「営業秘密管理」といっても、何から手をつけ
たらいいか分からない──。そんな事業者の
方に参考にしてほしいのが、左の導入手順で
す。同業他社の方法をそのまま取り入れたり、
いたずらに複雑な体制を整えたりしても、意
味がありません。情報資産の棚卸しは、逆に
自社の強みの再認識にもつながります。

まずはここから──はじめての「営業秘密管理」
自社の強みとなる情報資産の把握1
（営業秘密として管理する情報資産の把握）

2 管理状況・管理水準の現状把握
3 営業秘密・管理ルールの指定・周知・実施
4 チェック・見直し

●営業秘密を適切に管理するための導入手順について
CLICK!
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こ
こ
ま
で
「
営
業
秘
密
」
に
つ
い
て

話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
社
内
の
情
報

管
理
全
体
を
考
え
た
と
き
、
実
は
他
の

視
点
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
顧
客
情
報
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
な
ど
も
、
最
近
で
は
ま
す
ま

す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
な
ど
の
事
業
者

は
情
報
管
理
を
多
面
的
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な

情
報
を
す
べ
て
き
ち
ん
と
適
切
に
管
理

し
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
…
…
。

そ
ん
な
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
経

済
産
業
省
を
は
じ
め
各
公
的
機
関
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
指
針

で
す
。

特
に
今
回
の
営
業
秘
密
管
理
指
針
の

改
訂
版
で
は
、
情
報
の
種
類
と
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
応
を
分
か
り
や
す
く

示
し
た
図
表
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
使
え
ば
、
自
分
の
会
社
の
い
ろ
い

ろ
な
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
措

置
を
と
る
の
が
い
い
の
か
、
概
要
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

情
報
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

対
応
が
一
目
で
分
か
る

「営業秘密管理」で
会社はもっと強くなる

成功のための必読３か条

業秘密管理指針の改訂に当たって、
全国各地の企業や専門家の皆様か
ら多くの貴重なお話を聞かせて頂

きました。営業秘密が漏えいした苦い経験を
乗り越え、セキュリティレベルの高い管理体
制を構築した例、元請・下請の関係を乗り越
え、自社の営業秘密を適切に管理しながら対
等に取引をしようとしている例、財力が無い
ことを乗り越え、安価な方法で管理している
例などがある一方で、管理ができていない企
業も多くありました。そのような企業が一歩
を踏み出すための手助けが必要だと強く感じ
ました。
　営業秘密の管理は、どのような規模の企業
でも行えることです。例えば、朝礼で定期的
に営業秘密の取扱いについて注意喚起するな
ど、できることを組み合わせて合理的に管理
することが大切です。どの情報をどうやって
管理・活用するかを考えることは、自社を強
くする知的資産経営にもつながります。管理
ができていない企業に、営業秘密の管理は自
社にもできることであって、自社を強くする
ことだと気づいてもらいたいです。その気づ
きを得てもらい、実際に管理してもらうため
に、私たちは様々な場面を利用して営業秘密
管理指針などを周知・普及して行きます。是
非、営業秘密の管理について次の一歩を踏み
出してみてください。

営
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│担当者の声

● 

我
が
国
に
お
け
る
情
報
管
理
に
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等
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当
室
は
、
事
業
者
が
自
社
固
有
の
知
的
財

産
・
知
的
資
産
を
活
用
し
な
が
ら
、
他
社
と

公
正
に
競
争
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

不
正
競
争
防
止
法
や
知
的
資
産
経
営
な
ど
に

関
す
る
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
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製造業 サービス業 小売業 建設業

製
造
業
の
事
業
所
数
は
、
こ
の
20
年

間
に
約
4
割
減
少
し
て
お
り
、
全
国
有

数
の
集
積
地
で
あ
る
大
田
区
、
浜
松
市
、

東
大
阪
市
で
も
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
集
積
内
に
は
、

我
が
国
の
製
造
業
の
根
幹
を
支
え
る
高

度
な
技
術
や
工
程
を
担
う
企
業
や
こ
れ

ら
の
強
み
を
活
か
し
て
集
積
外
か
ら
仕

事
を
獲
得
し
て
く
る
企
業
が
存
在
し
、

集
積
内
外
の
企
業
と
の
取
引
の
要
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
2
）。

我
が
国
の
製
造
業
の
国
際
競
争
力
を

強
化
す
る
た
め
に
は
、
事
業
の
引
継
ぎ

の
円
滑
化
に
よ
り
集
積
の
強
み
で
あ
る

「
ヒ
ト
」
や
「
ワ
ザ
」
の
喪
失
を
防
ぐ
こ

と
、
個
々
の
企
業
の
強
み
を
活
か
す
こ

と
の
で
き
る
中
小
企
業
の
連
携
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

我
が
国
経
済
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
後
の
景
気
後
退
か
ら
、
海
外
経
済

の
改
善
や
緊
急
経
済
対
策
の
効
果
等
を

背
景
に
着
実
に
持
ち
直
し
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
中
小
企
業
の
業
況
は
、

2
0
0
9
年
1
‐
3
月
期
を
底
に
持
ち

直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
小
売

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
非
製
造
業
で
そ

の
動
き
が
緩
や
か
で
あ
り
、
特
に
小
規

模
企
業
で
業
況
判
断
D
I
の
水
準
が
低

い
な
ど
、
業
種
・
規
模
に
よ
り
動
き
に

違
い
が
見
ら
れ
ま
す
（
図
1
）。
ま
た
、

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
は
持
ち
直
し
の

2010年4月27日に中小企業白書2010年版を公表しました。
中小企業白書は、中小企業基本法に基づく年次報告書で、
1963年を初回として今回で47回目、約3万部と発行部数が最も多い法定白書です。
ここでは、今回の中小企業白書のポイントをご紹介します。

❶密度が低下する
　中小製造業集積の維持・発展
❷環境・エネルギー制約への対応
❸少子高齢化時代の新事業展開
❹国外の成長機会の取り込み
について課題を分析し、更なる発展の
方策を提言。

中小企業の業況は、持ち直しの動きが
見られるものの、業種・規模によって
その動きに違いがある。

最近の中小企業の動向

中小企業の更なる発展の方策

10分でわかる！
中小企業白書 2010年版
～ピンチを乗り越えて～

最
近
の

中
小
企
業
の
動
向

図2／中小製造業集積の取引構造

図1／資料：中小企業庁・（独）中小企業基盤整備機構「中小企業景況調査」2005年1-3月期～2010年1-3月期
図2／資料：（株）東京商工リサーチ「TSR企業相関ファイル」（2009年）再編加工

（業況判断DI：「好転」―「悪化｣） （前期比季節調整値）

図1／中小企業の業況判断DI

Special Report

●金属製品製造業
●一般機械器具製造業
●輸送用機械器具製造業
●その他の製造業

浜松市 大田区 東大阪市
可住地面積52㎢可住地面積59㎢可住地面積486㎢

3市区内で金属製品製造業、一般機械器具製造業、輸送用機械器具製造業を営む企業と、当該企業と取引を行う同一市区内で製造業を営む企業を丸で表し、企業同士
の取引を線で表している。丸の大きさは取引先数（全国の製造業を営む企業との取引）を、丸の色は業種を表している。
（注） 金属製品製造業＝めっき、ボルト・ナット・ねじ、金属製スプリング等、一般機械器具製造業＝油圧・空圧機器、工業窯炉、パルプ加工等、
 輸送用機械器具製造業＝自動車、鉄道、船舶、航空機等

動
き
が
見
ら
れ
倒
産
件
数
も
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
小
規
模
な
企
業
の
倒
産
件

数
は
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
雇

用
動
向
は
、
失
業
率
が
高
止
ま
っ
て
お

り
、
製
造
業
、
卸
売
業
、
建
設
業
を
中

心
に
過
剰
感
が
残
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
デ
フ
レ
や
円
高
の
進
行
等
の
先
行

き
へ
の
リ
ス
ク
も
あ
り
、
政
府
は
、
今

後
も
中
小
企
業
対
策
に
万
全
を
期
し
て

い
き
ま
す
。

❶
密
度
が
低
下
す
る

　
中
小
製
造
業
集
積
の
維
持
・
発
展

中
小
企
業
の

更
な
る
発
展
の
方
策

※太線は中規模企業、細線は小規模企業
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新
た
な
需
要
を
と
ら
え
て
新
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
需
要
増
加
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
中
小
企
業
は
、

世
界
経
済
の
発
展
を
自
ら
の
成
長
に
取

り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
国

際
化
を
行
っ
た
中
小
企
業
は
労
働
生
産

性
及
び
国
内
の
従
業
者
数
が
増
加
し
て

お
り
、
更
な
る
成
長
を
実
現
し
て
い
ま

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
取
り
組
む
中
小
企

業
は
、
仕
事
の
生
産
性
や
従
業
員
の
定

着
率
が
向
上
し
て
お
り
、
中
小
企
業
は

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
一
層

取
り
組
み
、
多
様
な
人
材
を
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
数

の
増
加
に
伴
い
医
療
・
介
護
分
野
に
お

け
る
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
業

種
間
の
人
材
移
動
や
定
着
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
最
先

端
の
医
療
技
術
や
健
康
食
品
の
開
発
等

の
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

す
（
図
4
、
5
）。
ま
た
、
貿
易
の
自
由

化
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス

の
影
響
が
あ
り
（
図
6
）、
自
ら
の
強
み

を
活
か
し
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
増
大

す
る
需
要
を
成
長
に
取
り
込
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
経

済
危
機
は
非
常
に
厳
し
く
様
々
な
課
題

も
存
在
し
ま
す
が
、
中
小
企
業
が
危
機

と
課
題
を
乗
り
越
え
る
中
に
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
中
小
企
業

の
発
展
な
く
し
て
、
我
が
国
の
成
長
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
中
小
企
業
が
個

々
の
強
み
を
活
か
し
て
、
更
な
る
発
展

を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
は
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
起
源
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
1
割
強

を
排
出
し
て
い
ま
す
（
図
3
）。
し
か

し
、
多
く
の
中
小
企
業
の
取
組
は
、
空

室
時
の
消
灯
の
徹
底
等
の
「
運
用
に
よ

る
省
エ
ネ
」
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
高

効
率
な
照
明
機
器
の
導
入
等
の
「
投
資

に
よ
る
省
エ
ネ
」
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
は
、
政
府
に
よ
る
支
援
、

E
S
C
O
事
業
、
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
等
を
活
用
し
た
一
層
の
省
エ
ネ
と
、

独
自
の
技
術
を
活
か
し
た
グ
リ
ー
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
我
が
国
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
取
り
組

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
中
小
企
業
で

は
、
大
企
業
と
比
較
し
て
女
性
及
び
高

齢
者
の
活
用
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
仕

事
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生
活
の
調
和
（
ワ
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・
ラ
イ

図4／輸出を開始した中小企業の労働生産性

図5／直接投資を開始した中小企業の国内従業者数

図6／APECに参加する国・地域の間で
関税が撤廃されたと仮定した場合のGDP変化率の推計

図3／資料：総務省「平成18年事業所・企業統計調査」、資源エネルギー庁「平成19年度総合エネルギー統計」、
資源エネルギー庁「平成19年度エネルギー消費統計」基礎データからの再集計・推計（中小企業庁委託により（株）三菱総合研究所試算）
（注）1.グラフの縦方向の幅は、各業種のエネルギー起源二酸化炭素排出量を表す。2.ここでいう中小企業とは、中小企業基本法で定義する常用雇用者数規模に該当
する企業をいう。3.全部門とは、産業部門、業務部門の他に運輸部門、エネルギー転換部門、家庭部門を含む。

図4、5／資料：経済産業省「企業活動基本調査」再編加工
（注）1.労働生産性＝国内の付加価値額／国内の従業員数。2.1994年度から2007年度まで連続して回答している企業を集計している。3.若杉他（2008）を参考に作成。
図6／資料：中小企業庁委託により三菱UFJリサーチ&コンサルティング（株）及び（独）経済産業研究所試算
（注）試算にあたっては、（独）経済産業研究所川崎研一コンサルティングフェローの改良したGTAPモデルを利用した。 Special Report
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図3／主要業種における中小企業のエネルギー起源二酸化炭素排出量の推計
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　人々をジグソーパズルのピース
とみたて、それらが組み合わされ
て、一つのパズルができあがるよ
うに、人々が繋がり、組み合わ
さって社会的課題の解決を成し遂
げていく様子を表現しています。
　ピンク色のピースの形は、今ま
さにソーシャルビジネス／コミュ
ニティビジネスに参加しようとし
ている様子を表し、たくさんの色
は、様々な人々を表現していると
ともに、カラフルで元気なイメー
ジも出しています。
　このように、このロゴマークに
は、多様な人たちが力を合わせな
がら、地域・社会がもっと元気に
なってほしいという想いと、ソー
シャルビジネス／コミュニティビ
ジネスが日本の社会に浸透してい
く期待と希望が込められています。

ロゴマークのコンセプト
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